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日
本
は
せ
ま
い
と
い
う
が
、
山
に
ア
イ

ロ
ン
を
か
け
た
ら
相
当
な
も
の
，た
ろ
う
レ

人
口
二
万
二
千
の
朝
日
町
は
、
境
界
は

末
定
で
あ
る
が
、
長
地
約
二
千
ヘ

ク
タ
ー

ル
の
十
数
倍
の
山
地
を
有
し
、
官
山
県
の

総
面
積
の
九
、
二
%
を
点
め
て
、
県
下
第

二
位
の
広
い
町
で
あ
る
。
四」
の
広
大
な
山

を
生
か
し
、
斜
間
に
ギ
ツ
シ
リ
樹
林
し
仁

ら
え
ら
い
こ
と
に
忽
る
。

ご
こ
十
数
年
前
ま
で
は
、
山
の
雑
木
は

貴
重
な
燃
料
資
源
で
、
わ
が
町
は
県
下
屈

指
の
木
炭
生
産
地
で
、
蛭
谷
炭
は
貨
車
で

東
京
に
出
荷
さ
れ
ゴ
キ
ゲ
ン
で
あ
っ
た
が

戦
後
の
文
化
生
活
は
僻
寒
村
の
す
み
ず
み

ま
で
普
及
し
、
薪
に
も
炭
に
も
サ
ヨ
ナ
ラ

し
た
が
最
近
で
は
、
多
く
の
山
林
資
源
の

う
ち
、
建
築
主
要
材
と
し
て
の
立
場
か
ら

雑
木
に
か
わ
っ
て
造
林
が
加
速
度
的
に
興

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
、
町
管
内

で
毎
年
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五
十
町
歩
）
二

十
万
本
が
植
林
さ
れ
、
逐
年
繕
加
し
て
い

る
。
造
林

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
四
十
年
後
は

三
十
主
万
同
の
経
費
で
三
百
五
十
万
円
の

純
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

朝
日
町
で
も
昭
和
三
十
四
年
よ
り
南
保

の
角
地
山
（
岩
井
谷
）
に
五
、
三
大
ヘ
ク

タ
ー
ル
三
守
五

t
六
年
に
宮
崎
常
福
寺
に

一
五
、
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
－
工
場
七
年
に
は

山
崎
花
房
で
六
、

一
ヘ
ク
タ

l

w
、
合
計

二
六
、
七
六
ヘ

ク
タ

ー
ル
の
分
収
（
町
六

分
、
地
元
四
分
）
造
林
事
業
を
実
施
し
、

町
で
撫
育
管
思
し
て
レ
る
が
、
昭
和
三
十

七
年
度
の
県
造
林

コ
ン
ク
ー
ル
に
山
石
井
谷

が
第
一
位
に
入
賞
し
た
ほ
と
仁
成
縦
は
す

4
．ふ
る
良
好
、
一
二
十
数
年
後
に
は
現
愉
で

一
惟
同
前
後
の
収
誌
が
見
込
ま
れ
る
。

出
林
は

一。定
則
貯
金

一
と
い
わ
れ
る
が

揃
え
れ
ば
必
ら
ず
育

つ
も
の
で
あ
り
、
雑

木
の
利
則
制
値
が
う
す
い
4

現
在
、
山
を
つ

か
す
道
は
造
林
以
外
に
望
み
が
な

ν
ょ
う

で
あ
る
G

町
の
綴
林
組
合
も
数
年
前
よ
り
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配
給
米
制
度
に

消
費
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

八
月

一
H
か
ら
－県
下

一
向
に
わ
た
っ
て

消
費
者
が
今
た
べ
て
い
る
お
米
の
品
質
と

ね
じ
ん
な
わ
か
り
や
ず
く
す
る
た
め
に
、

配
給
来
者
が
、
お
米
と

一
緒
に
次
の
こ
と

な
密
会
」
入
れ
た
販
売
伝
娯
を
消
費
者
に
お

殺
し
す
る
－
」
と
に
な
り
ま
し
た
。

1

配
給
米
の
品
目

配
給
米
の
価
湖

第
四
回
朝
日
町
議
会
臨
時
会
ハ七
、
一
五
）

付
議
事
件

議
集
第
一
号
昭
和
四
十
一
年
度
朝

u町
伯

病
院
特
別
会
計
補
正
予

算

（

第

一
号
）

可

1
1
J

追
加
額
三
一
七
、
九
九
二
千
円

一
的
ソ

一

総

額

三

二

て

九
六

O
千
円

一

一

一

継

続
費
補
正

一

よ

一

総

額

二

九

六

、
五

一
五
千
円

一
d
』
一
四
十
一

年
度

一．
4
1
一

二

ハ

七

、
九
九
二
千
円

一
b
R
一
四
十
二
年
度

一

：
・
一

一
二
八
、
五
二
三
千
円

一
議
一
本
会
一

件
の
み
提
案
、
長
ど

「
｜
｜
L

お
り
可
決
。

二
の
補
正
予
算
可
決
に
よ
り
、
鉄
筋
四

階
建
て
、
一

部
二
階
建
て
の
伯
病
院
が
二

カ
年
継
続
事
業
と
し
て
改
築
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

総
延
町
積

七
、
二
六
二
、
七

一
平
方
米

楢
・
木
し
た
く
ぐ
も
人
子
が
な
〈
て
で
き
な

い
浩
林
，
希
望
者
に
、
労
力
を
提
供
す
る
川

掛
造
休
会
実
施
し
、
本
年
も
一

O
ヘ
タ
タ

－山
げ
を
山
内
崎
を
中
心
に
わ
川
ほ
う
が
、
大
好

評
で
事
情
許
せ
ば
こ
の
方
法
を
拡
大
強
化

L
、
町
営
造
林
も
計
閥
的
に
実
施
す
れ
ば

「
定
期
貯
金

一
の
一元
利
が
入

川

J
N

米
大
主
な

る
四一
と
に
な
ろ
う
’
υ

チ
ユ

l
リ
ヅ
プ
同
本

一
も
宮
崎
わ
か
め

も
師
谷
紙
も
，附
楽
で
あ
り
ま
た
観
光
資
源

で
あ
ゐ
，．
造
林
も
槻
光
に
つ
な
が
る
可
能

附
ル
正
ト
仰
す
る
か
ら
お
も
し
ろ
し
三

多

雨
多

叫
一一で、

地
味
肥
，
O
の
感
蕊
れ
た
条
件
下
に

あ
る
朝
日
町
の
林
楽
は
、
体
道
の
艶
備
開

発
と
共
に
そ
の
凶
巣
が
期
待
さ
れ
る
。

F

標
題
写
真
H
白
崎
山
市
福
寺
の
町
営
造
綜
）

2. 

（
総
務
課）

町
営
住
宅
が

一
戸
あ
き
ま
す

紙
町
団
地
内
の
町
営
住
宅
二
戸
が
、
九

月
に
空
家
と
な
り
ま
す
の
で
入
居
希
望
者

は
八
月
十
七
日
か
ら
八
月
二
十
七
日
ま
で

の
聞
に
役
場
民
生
諜
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
・
。
予
定
以
上
の
申
込
み
あ
る
場
合

は
公
開
抽
せ
ん
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
枠

L
い
ζ
止
は
役
場
民
生
課
へ

お
問
い
合
せ
く
が
～
さ
い
c

守、u
唱

a
・守，
a



政
治
が
、
全
住
民
か
ら
選

ば
れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
、

民
意
を
反
映
し
て
行
な
わ
れ

る
た
め
に
は
、
住
民
の
自
由

な
意
志
が
正
し
く
表
わ
さ
れ

た
投
．
裂
に
よ
っ
て
、
正
当
な

代
表
者
が
選
ば
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り

も
ま
ず
、
自
由
な
判
断
に
よ

る
、
責
任
あ
る
一
票
に
よ
っ

て
代
表
を
選
ぶ
こ
と
の
で
・
き

る
よ
う
な
、
「
選
挙
の
自
由
L

と
く
に

「
投
票
の
自
由
」
が

保
障
さ
れ
て
い
！
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(2) 
昭和4I年 B月 I0日
月 刊 ι（毎月lO日発行）ひさ

選挙

投

豪

mw自
由
な
判
断
に
よ

る
責
任
あ
る
一
一
県

しい正く明る
。
誰
に
投
票
し
た
か
は
絶
対

に
わ
か
ら
な
い

あ

一．枝
川聞がの
自
由
」
は
、
投
票
の
秘
密
が

守
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。

（昭和32年8月8
第3種郵便物認見） 第132号

よく反政でさる・・・・

の

自

由

投
票
用
紙
に
は
選
挙
人
の
氏
名
を
記
載

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

し、

選
挙
人
は
、
誰
に
投
票
し
た
か
を
い

う
義
務
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん。

さ
ら
に
、
投
開
票
手
続
長
C

そ
の
他
の
閣

で
も
‘
公
正
な
選
核
管
理
制
度
を
う
ち
た

て
投
諜
の
自
由
と
都
密
を
保
附
し
て
い
ま

す
。
。
ま
だ
ま
だ
み
ら
れ
る
不
自

由
選
挙

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
保
障
制
度
と

は
う
ら
は
ら
に
、
現
実
に
は
、

「
部
落
す

い
せ
ん
」

や
、
「
職
場
す
い
せ
ん
」
と
い

う
よ
う
に
、
「
投
票
の
自
由
」
が
便
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
例
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
な

い
よ

5
で
す
。

特
に
、
市
町
村
の
首
長
や
議
凶
の
選
挙

の
よ
う
な
身
近
か
な
選
挙
に
な
る
と
、
せ

ま
い
地
域
社
会
の
錯
綜
し
た
利
諮
関
係
か

そ
の
ま
ま
選
挙
に
も
反
映
さ
れ
て
、
あ
の

手
こ
の
手
の
投
．
県
の
強
制
が
行
な
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
一
4

投
票
の
自

由
」
の
保
障
も
意
味
が
少
な
レ

h
h

と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

a同
．
可

最
近
で
は
青
年
層
や
婦
人
層
の

luυ
自
覚
が
高
ま
り
、

ζ

の
よ
う
な

解
風
は
だ
ん
だ
ん
解
消
さ
れ
て

h
噸’

い
る
よ
う
で
す
が、

さ
ら
に
こ

れ
を

一
掃
す
る
た
め
に
、
投
票

の
自
由
が
制
度
的
に
保
障
き
れ

て
い
る
意
味
を
み
ん
な
で
も
う
－
度
考
え

て
み
た
い
も
の
で
す
。

（
朝
日
町
明
る
く
正
し
い
選
挙

推
進
協
議
会
〉
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一
道
路
を
大
切
に
一

八

月

は

道
路
を
守
る
運
動
月
間

八
月
は
全
国
あ
げ
て

μ

道
路
を
守
る
運

動
月
間
H

が
行
な
わ
れ
ま
す
，
w

み
ん
な
の
た
い
し
な
財
産
で
あ
る
道
路

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
し

①
路
出
の
卜
に
石
や
木
材
な
ど
を
お
か
な

レ
こ
と
。

品
川
路
上
に
は
り
だ
し
た
木
の
校
を
切
り
は

ら
っ
て
お
く
こ
と
ο

め
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
か
ら
土
砂
、
県
石
を
こ

ぼ
し
て
運
転
し
な
レ
こ
と
G

＠
許
可
な
し
に
路
肩
や
法
面
を
勝
手
に
つ

か
っ
允
り
、

土
作
物
を
組
立
て
た
り
、

勤
労
青
少
年
の

国

鉄

按

客

運

賃

が

劃

引

き

さ

れ

ま

す

家
事
使
用
人
に
つ
い
て
は
婦
人
少
年
銭

か
、
労
働
基
準
法
適
用
労
働
者
に
つ
い
て

り
、
労
働
基
修
監
督
磐
が
諸
手
続
を
お
こ

な
う
・
」
－と
に
な
り
ま
し
た
む

ご
利
用
の
方
は
お
試
経
に
ど
う
ぞ
ω

富
山
婦
人
少
年
室

’O
噌

l
n
δ

い
ろ
い
ろ
な

紛
争
は
裁
判
所
で

A

－
金
を
貸
し
た
が
返
し
て
く
れ
な
い
G

。
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
て
け
が
を
し
た

か
ら
治
療
代
が
ほ
し
い
。

こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
の
争
い
ご
と
は
裁

判
所
の
調
停
で
円
満
に
解
決
で
き
ま
す
ι

皆
さ
ん
が
お
い
で
に
な
っ
て
、
口
頭
で

述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
、
受
付
か
ら
書
類
の

作
成
ま
で
便
宜
を
は
か
つ
て
お
り
ま
す
。

争
ご
と
が
あ
れ
ば
瓦
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

富

裁

判

所

富富

山 tlt,,, 
7マi調 v ・

法
停
懇
話協
b. .｛：：，、

＼唱団長

f

税
務
課）
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国民健康保険だ広リ

：ノ、

：シ：

：カ

ハ
シ
カ
の
統
行
期
に
な
り
ま
し

た
。
ハ
ジ
カ
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が

－
度
は
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

病
気
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
実
、
ハ
シ
力
の
伝
染
力
は
非
常
に
強

く
、
一

O
O人
中
九
五
人
ま
で
の
人
は
ハ

ジ
カ
に
か
か
り
ま
す
。
特
徴
と
し
て
一
度

ハ
シ
力
に
か
か
る
と

一
生
涯
免
疫
が
つ
レ

て
二
度
と
か
か
ら
な
い
。
子
供
の
病
気
の

中
で
、
ハ
シ
カ
は
伝
捻
病
と
し
て
大
変
重

要
な
病
気
で
す
。

V
は
し
か
に
か
か
り
ゃ
す
い
年
令

，
乳
児
の
時
期
に
相
当
数
が
か
か
っ
て
、

九
才
ま
で
の
発
病
者
が
圧
倒
的
に
多
い。

た
だ
し
、
生
後
六
カ
月
前
の
時
期
は
母
体

τ

か
均
の
免
位
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
か
か

F
h
功阻
・く
い
。

一
潜
伏
期
｜
叫
位
決
し
て
か
ら
発
病
ま
で
の

l

k

間
一

O
臼
ぐ
ら
い
で
、
こ
の
潜
伏
期
間
は

事
凡
同

病
気
だ
と
い
う
感
じ
は
ま
っ
た
く
な
い
。

マ
症

状
か
ぜ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
忽

に
三
九
度
位
の
発
熱
が
あ
り
、
集
水
、
タ

シ
ヤ
ミ
が
出
る
。
時
に
は
鼻
血
を
出
す
こ

と
も
あ
り
、

鼻
カ
タ
ル
（
鼻
か
ぜ
）
の
症

状
が
強
く
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
結
膜
を

起
こ
し
、
日
は
充
血
す
る
、
こ
の
よ
う
な

時
期
が
三
、
四
日
つ
づ
く
と
、
口
の
中
の

粘
膜
に
ハ
シ
カ
特
有
の
コ
プ
リ
ツ
ク
氏
班

ハ
赤
い
点
々
の
色
）
発
疹
が
出
る
。

コ
ナ
リ
ツ
ク
氏
班
と
は

・発
熱
し
て
か
ら
ニ
、
三
日
く
ら
い
す
る

と
口
め
中
に
発
疹
が
で
き
る
。

場
所

l
口
の
ほ
お
の
粘
膜
の
部
分
、

臼
歯
い
い
相
対
す

ιカ
所

色
ー
暗
赤
色
町
．粘
膜
発
疹
が
出
る

ひ：さ（夏？溢錫話）第132号~3) 

先
ず
ハ
シ
カ
ら
し
レ
と
き
は
、
早
期
に

口
の
中
の
粘
膜
の
異
状
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

マ
手

当

て
eM
室
を
適
当
な
温
度
に
保
っ
こ
八

度
位
）
、
あ
ま
り
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
（
大
鉢
に
お
湯
を
か
け
て
蒸
気

を
た
た
せ
る
）

二
、
消
化
の
し
や
す
レ
食
事
を
与
え
る

一
ニ
、
赤
く
は
れ
て
い
る
、

口
、
師
、
鼻
な

ど
を
手
で
こ
す
っ
た
り
さ
せ
な
レ
ょ
う

消
潔
に
保
つ
。

マ
予

防
人
と
人
と
の
直
接
緩
触
に
ょ
っ
で
う
つ

り
ま
す
か
ら
、
ハ
シ
カ
に
か
か
っ
て
い
る

子
ど
も
と
遊
ば
せ
な
レ
。
集
団
生
活
を
し

て
い
る
学
校
、
保
育
所
は
休
校
さ
せ
る
o

vハ
シ
カ
と
氷
枕
に
つ
い
て

－
一
般
に
ハ
シ
カ
は
冷
や
し
て
レ
け
な
い

と
一言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
は
じ
か
の
発
疹

は
ヒ
フ
の
血
行
状
態
が
よ
い
と
は
っ
き
り

し
て
く
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
冷
や

す
と
発
疹
が
は
っ
き
り
し
な
レ
。
は
じ
か

に
な
る
と
、
早
く
発
シ
ン
が
出
た
ほ
う
が

よ
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
冷
や
す
と
発
シ

ン
が
は
っ
き
り
し
な
レ
た
め
氷
枕
は
よ
く

な
い
と
レ
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
．
た
し
、
高

熱
が
あ
っ
て
氷
枕
が
必
要
な
場
合
、
全
身

を
ひ
や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
氷
枕
を
使
用

し
て

も

よ

い

。

〈

民

生

課

）

恐
ろ
し
い
日
本
脳
炎

必

ず

予

防

接

種

を

夏
の
中
頃
か
ら
晩
夏
の
聞
に
最
も
多
く

流
行
し
、
際
介
は
コ
ガ
タ
7

カ
イ
エ
カ

（
蚊
）
で
、
幼
児
と
高
令
者
民
多
く
、
家

族
館
染
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
ι

ω症
状

今
ま
で
元
気
だ
っ
た
人
が
、
急
に
元
気

が
な
く
な
り
、
頭
痛
、
腹
痛
、
唖
吐
、
下

痢
、
悪
心
等
を
訴
え
て
P
熱
は
三
九
度
以

上
に
な
っ
て
き
ま
す
。
顔
面
は
紅
潮
し
、

意
識
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
が
、
発
病

二
、
三
日
ご
ろ
に
は
熱
は
さ
ら
に
高
く

な
り
、

四

O
度
く
ら
い
に
遣
し
、
頭
痛

胞
痛
、
唱
吐
、
下
痢
悪
心
な
ど
が
少
な
く

な
っ
て
、
そ
の
か
わ
り
、
急
に
け
い
れ
ん

が
お
こ
り
、
意
識
が
少
し
ず
つ
う
す
れ
て

き
ま
す
。
発
病
四
、
五

H
で
極
期
に
入
る

わ
け
で
、
発
熱
は
相
変
ら
ず
官
同
lr
の
で
す

が
、
意
識
障
害
は
こ
の
期
が
最
高
で
あ
り

各
種
の
す
ヒ
、
・
f

口語
障
害
等
は
こ
の
期
に

最
潟
に
出
現
し
ま
す
。
従
っ
て
死
亡
も
こ

の
時
期
に
多
い
わ
け
で
す
。
第
六
日
三
ろ

を
過
ぎ
る
と
、
二
つ
の
型
に
分
か
れ
、
一

つ
は
凶
後
期
で
、
慨
は
下
り
、
他
の
．
抗
日
状

も
、
凶
、
五
週
間
で
ほ
と
ん
ど
凶
復
す
る

も
の
で
、
発
炉
．
後
一
力
月
内
外
で
完
全
に

治
癒
す
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
の
型
は

熱
が

一
且
下
り
、
再
び
十
日
後
に
上
昇
し

て
く
る
も
の
で
、
こ
の
原
因
と
し
て
は
、

肺
炎
を
併
発
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
が
多

く
、
こ
の
と
き
に
も
、
死
亡
す
る
も
の
が

少
く
あ
り
ま
せ
ん
こ
の
期
を
切
り
ぬ
け
て

も
、
回
復
は
住
め
て
お
そ
レ
の
で
、
こ
れ

ら
は
後
進
症
と
し
て
犠
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

凶
後
進
症

後
進
症
の
主
な
症
状
は
、
手
足
、
顔
等

が
マ
ヒ
し
、

一言
語
障
害
、
意
識
精
神
障
害

知
能
障
害
も
い
ろ
い
ろ
な
程
度
で
お
こ
り

治
療
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
む
ず
か
し
い

よ
う
で
す
。

ω感
染
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
ヵ

ι玖
）
は
、
豚
を

腿
来
し
て
、
ウ
イ

ル
λ

の
保
給
源
と
し
ま

す
。
こ
の
蚊
は
、
下
水
溝
泥
水
溜
、
水
槽

数
等
を
主
な
発
生
場
所
と
し
ま
す
。

ω予
防
対
策

適
正
な
方
法
は
、
ウ
イ
山
戸
ス
を
持
つ
仁

蚊
に
ざ
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
受
付
け
な
い

抵
抗
力
を
つ
け
る
予
防
接
種
で
す
が
、
特

に
次
の
点
に
努
め
て
く
だ
さ
い。

的
蚊
の
撲
滅

l
蚊
の
発
生
を
防
ぎ
一
斉

駆
除
の
実
施

例
予
防
接
種

l
特
に
一
五
才
末
満
及
び

五
十
才
以
上
の
接
種
徹
底

川

w栄
婆
を
と
り

1
十
分
な
睡
眠
を
し
、

猛
暑
中
、
直
射
日
光
を
さ
け
、
常
に

ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
つ
け
な
い
抵
抗
力

を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
（
民
生
課
）

I附;ffl40年国勢調遂による朝日町の結果はクラ
ブのとおりです。

行政、産業、学術研究など各方自に広く利則

されることを期待しております。 （総務課〉
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するために
ひ

く

さ

「町を美し

あ

j白

青

年

国

市

街

地

を

美

化

大

行

進

前
校
下
背
年
団
で
は
、
美
し

か
町
づ
く
り
運
動
の

一
震
と
し

て、

七
月
十
四
臼
従
、
町
内
美

化
式
行
進
を
行
な
い
、
明
る
く

美
し
い
町
づ
く
り
に
強
い
協
力

を
呼
び
か
け
た
む

当
日
は
背
年
団
員
の
み
な
ら

ず
、
こ
の
運
動
に
質
問
し
た
拍

婦
人
会
’
ボ
ー
イ
ス

が
ウ
ト
、

朝
日
町
衛
生
協
力
委
員
会
な
と

の
各
種
団
体
員
ゃ
、
本
村
町

長
、
上
沢
町
議
会
議
長
ら
約
百

二
十
名
が
幸
加
、
七
時
四
十
分

開
会
式
を
行
な
し
ト
、

川
発
点
…
の

泊
公
民
間
前
か
ら
町
広
報
車
を

先
導
に
、

「
み
ん
な
で
き
れ
レ

に
」
「
川
は
ゴ

ミ
箱
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
、

一
な
ぜ
川
ヘ
ゴ
ミ

を
姶
て
る
の
お
母
さ
ん
」
な
ど

町
を
美
し
く
す
る
運
動
を
呼
び

か
け
る
横
断
幕
や
、
プ
ラ
カ
ー

ド
を
か
か
げ
、
二
時
間
近
く
に

（附和32年8月8
第3種郵便物品）第132号

わ
た
り
、
町
内
の
大
通
り
そ
行
進
し
、
九

時
す
ぢ
に
散
会
し
た
し

住
民
に
ニ
の
主
，
討
を
照
解
し
て
d

も
ら
う

に
は
多
大
の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

ニ
の
大
行
進
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

今
後

町
民

一
体
と
な
ゥ
て
明
る
い
町
づ
／
・
り
に

協
力
し
て
ゆ
き
た
レ
も
の
で
あ
る
。

（
伯
校
下
川
何
年
間
）

リ
町内
〈
左
上
V
ポ

l
イ
ス
h
H
h
ソ
ト
な
先
制

に
美
化
行
進
す
る
市
同
年
団
員

i連i
j青i
iだi
iよi
jりj

女
子
青
年
団
員

笹
川
地
区
を
慰
問

制
H
町
迎
合
針
作
団
女
子
委
員
会
で
は

七
月
十
七
日
〈
日
）
、
女
子
市
円
年
団
活
動

の
一
環
と
し
て
笹
川
地
区
を
訪
問
し
ま
し

たむ戦
後

一．
女
性
は
強
く
な
っ
た

一
と
百
わ

れ
る
が
、
現
状
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
く

依
然
と
し
て
女
性
の
男
性
依
作
の
傾
向
が

見
う
け
ら
れ
る
G

そ
う
し
た
中
に
あ
う
て
、

L
K
性
向
・身
の

主
体
性
を
篠
立
し
、
点
に
強
レ
人
間
に
な

り
、
あ
わ
せ
て
、

少
し
で
も
社
会
に
準
仕

し
よ
う
と
い
う
鼠
的
で
－』の
桂
川
地
区
訪

問
が
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
》

企
画
、
準
備
、
運
営
な
ど
す
べ
て
＆
子

所
年
団
員
の
手
で
行
な
わ
れ
、

”」
の
H
集

ま
っ
た
保
育
所
幼
児
、
小
学
士
、
在
人
お

よ
そ
百
五
十
名
の
人
た
ち
た
前
に
、

日
頃

の
団
活
動
の
中
か
ら
、

b
n
uハ

Q
の
ノ
形
し

ぱ
い
や
、
劇
、
紙
し
ば
い
、
踊
り
な
ど
を

彼
露
し
、

午
後
の
ひ
と
と
主
を
み
ん
な
と

共
に
愉
快
に
楽
し
み
ま
し
た
。

F

胡

H
町
連
台
市円
年
間
）

；婦；
；人；
} .6. { 
l :zコE¥ 

iだ；
iょ；
；りj

家
庭
と
結
び
つ
い
た

山

崎

婦

人

学

級

昨
年
の
家
庭
教
育
学
級
に
引
会
つ
づ
レ

て
、
今
年
も
ま
た
、
文
部
省
委
嘱
の
山
崎

婦
人
学
級
か
開
設
さ
れ
、
学
留
で
会
る
こ

と
は
、
本
hwl
に
型
組
的
で
あ
る
と
思
い
ま

す
ν

午
級
生
は
昨
年
と
問
機
百
三
十
名
で

役
員
も
出
自
力
一
ば
い
紙
実
に
協
力
し
て
く

た
さ
レ
ま
す
の
で
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も

債
み
卜
げ
え
に
、
除
々
に
充
実
さ
れ
て
い

く
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。

学
習
内
科
は
、
山
崎
地
区
に
お
け
る
鮒

人
生
活
の
実
態
調
迭
を
参
考
に
、

生
活
筏

耐
の
刷問
問
同
と
市
民
性
の
高
崎
と
レ
う
主
組

め
も
と
に
、
保
健
、

人
間
関
係
、
生
前
設

計
教
育
．
科
学
、
地
域
住
民
と
し
て
の
知

識
に

つ
レ
て
学
留
す
る
ニ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
む

i山．’．．．．加＂’．

！ ｜小中学生のみなさんへ｜ ！ 
！ ム第2学期の準備をしましよう b ； 

－ 

5 民＂.反休 みも終りに近づI,.て主ました。みんなそれぞれ業しI,..小・出 ; 
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中
で
也
、

「
財
人
と
が
〆
」
の
学
留
で

は
、
ロ
似
た
ち
は
、
が

ン
に
対
す
る
認
識
な

新
た
に
し
、
山
主
的
に
医
師
の
診
断
J
V－受

け
る
と
か
、
あ
る
レ
は
、
職
域
に
お
レ
て

学
習
し
た
こ
と
を
語
り
合
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
新
聞
や
鍬
誌
の
関
係
記
事
に
は
ニ

と
の
ほ
か
興
味
深
く
よ
み
、
お
ぶ
ん
の
場
で

み
ん
な
と
語
り
合
っ
て
も
、
－
H
炊
…
に
話
組

が
豊
富
に
な
り
、

婦
人
学
級
と
A
t
a
h厄
介
結

び
っ

しγ
て

g
た
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
ν

ぶ
た
ち
学
級
生
は
、
子－
r－
も
の
教
合
の

た
め
に
も
、
ニ
め
よ

bc機
会
に
し
う
か
り

勉
強
し
て
、
教
品
質
の
あ
る
婦
人
に
た
る
よ

う
梢
逃
し
た
し
ト
と
忠
レ
ま
す
h

学
級
長

’’
r
’

’
・

d
n
m
J
．～

v
ム。

祝
祭
日
に
は
必
ず

国
旗
を
あ
げ
ま
し
ょ
う

今
ま
で
は、

凶
か

be
め
た
川
町
日
に
は
臼

似
を
あ
げ
て
、
お
祝
い
す
る
の
が
ヨ
本
人

の
L
B
Kり
て
あ
り
ま
し
ト
じら

そ
れ
か
終
戦
後
の
収
税
状
・
雄
か
ら
杭
し

戦
前
に
も
ま
し
て
消
費
文
化
の
発
達
し
た

刑
判

K
で
・も
、
祝
日
の
同
旗
の
湯
渇
は
ま
こ

と
に
少
な
い
よ
う
に
酬
い
わ
れ
ま
す
し
今
度

町
竹
一
日
間
と

ι訴
し
ん
H

い
を
し
て
祭
B
に
は

川
脱
会
ふ
け
ゐ
誕
州
’
V

お
こ
し
ま
し
ムハザ

初
日
に
は
一
ぃ
引
の

こ
ん
ず
困
狭
を
あ
け

日
私
た
ち
の
巡
動
に
・
－
協
ね
く
た
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
ト
レ
ト
い
し
志
ナ
，

f

胡
川
町
在
人
ク
ラ
ブ
）
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る一
h
－
－
－

袋
業
構
造
改
善
事
築
の
一
環

M
b
v
－
と
し
て
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら

－
桜
町
土
地
改
良
区
が
事
祭
主

剛
臨
E
F
－
体
と
な
っ
て
闘
場
盤
備
車
業
が

4
：
唱

進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
本
年
四

町
E
Z

四
月
計
画
ど
お
り
完
成
し
、
去
る

官
a－
H

七
月
二
十
一
日
桜
町
公
民
館
に

z
’’M
お
い
て
、
関
係
者
約
六
十
名
を

岡
山
川
－

紹
致
し
て
完
成
披
露
式
が
行
な

！
’
E

わ
れ
た
O

M
出
畠
島

こ
の
前中
策
は
団
体
常
事
策
と

－E
唱
－
－

農
業
構
造
改
善
事
館
需
の
二
本
立

国
窃
－

て
で
行
な
わ
れ
、
七
十
ニ
ヘ
ク

4
占
－

タ
l

w
の
水
田
が

－
枚
三
十
ア

’Ea－
－
L
F

区
画
の
大
岡
湯
に
整
備
さ

司
固
四
回
喧

れ
た
む
こ
の
こ
と
に
よ
ワ
て
朝

団

H
町
の
毛
ヂ

ρ
開
場
と
し
て
、

』
引
刊
日

烹
た
、
機
械
化
投
策
、
近
代
的

E
l
M
a業
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
と
し

H
P
E同町

て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

A
S
a
－

－
」
の
事
油
需
に
は
、
桜
町
八
十

二
戸
、
月
山
二
十
三
戸
、
南
保

ひさあ（塁？議会易会~）第132号(5) 

’＼ 

歩

み

だ

す

十
八
戸
、
長
好
十
六
戸
、
平
柳
四
戸
、
計

百
四
十
三
戸
の
農
家
が
参
加
し
℃
い
る
む

区
画
整
理
面
積
七
十
ニ
ヘ
ク
タ

ー
ル、

卒
業
費
七
千
四
百
四
十
六
万
円

（う
ち
園

県
補
助
約
四
千
七
百
六
十
万
叫
）
、
ほ
か

に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
畔
・畔
市
中
策
（融
資
ゆ
築
）

延
長
二
十
一

、
四
キ
ロ
、
事
柴
崎
氏
三
千
三

十
四
万
円
、
総
工
費
一
億
四
百
八
十
万
円

で
こ
の
大
事
業
が
完
成
し
た
。

〈産
業
譲
）

写
真（左
上
）
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
写
し
た

酒
場
区
画
の
一
却

（
左
下
）
三
一十
ア
ー

ル
．広
幽
に
位
備
さ

れ
た
ト
〈
澗
場
〈
一

o
omこニ
O
机
）

一

警

察

だ

：ょ
jり

ム
夏
の
交
通
事
故
を
防
ご
う

反
は
、

年
間
を
通
じ
て
、
最
も
かλ
泊四市宇

佐
の
多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。

昨
年
、
朝
日
町
と
入
諸国
町
で
は
、
七
、

八
月
中
に
、
一
二
十
三
件
の
交
通
事
依
が
発

生
し
、
死
者
二
名
、
傷
者
三
十
名
が
出
て

お
り
ま
す
。

道
路
を
横
切
る
と
・
ぎ
は
左
坊
の
安
全

を
縫
か
め
て
か
ら
通
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
さ
ん
の
と
び
出
し
事
故
が
特

に
多
い
の
で
、
と
び
出
さ
な
い
よ
う

し
つ
け
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

酒
を
の
ん
で
車
を
運
転
し
た
り
、
ま

た
運
転
中
の
人
に
酒
を
す
す
め
な
レ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
あ
な
た
の
若
さ
と
正
義
感

を
治
安
の
た
め
に

ー

普

察

官

募

集

｜

昭
和
四
十
一
年
度
の
富
山
県
普
察
官
の

係
用
試
験
を
次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員

約

七
十
名

ニ
、
受
験
資
格

年
令
十
九
才
以
上
二
十
五
才
米
満
お
よ

び
明
春
高
校
伝
来
見
込
者

三
、
身
長

百
六
十
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上

（明
春
高
校
卒
業
者
は
百
六
十
二
セ

ン

チ
メ

ー
ト

ル
以
上
）

回
、
胸
囲
身
長
の
始
以
上

五
、
体
重
お
お
む
ね
五
十
二
均
以
上

六
、
身
体
健
全
で
四
肢
体
格
正
常

！
i

縁
を
愛
し
、
緑
を
育
て

る

決

定

し

た
、
次
の
三
種
類
の
候
補
の
”

運
動
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
木
か
ら
一
種
頬
を
記
数
技
製
す
る
ι

…

集

た
び
、

「
富
山
県
の
木
」
選

①
立
山
ス
ギ

ベ

定

審

査

委

員

会

が

結

成

さ

れ

②

ト

チ
ノ
キ

E
F

「
富
山
県
の
木
」
を
選
定
す

①

ユ
キ
ツ
バ
午

ベ
・

・4
・
－
る
こ
と
に
な
り
、

広
く
み
な
納
住
所
、

氏
名、

年
令
、
職
業
を
明
記

川

ヨ
巳

一
さ
ん
か
ら
募
集
す
る
－
－
と
に
す
る
。

．
 

3
－
な

り

ま

し

た

。

村

富

山

県

に

在
住
す
る
者
で

一
人

一
枚

い

き
E

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

と
す
る
。

噌

E
．

八
募
集
要
領
V

三
、
券
保
則
自

－

J

て

目
的

七

月

一

H
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
…

』九一

一

織
を
愛
し
、
緑
を
育
て
る

（八
月
三
十
一

日
付
当
日
消
印
有
効
）

小

’
－J
－
全
国
運
動
の
一
腐
と
し
て
、

四、

送

付

先

ル

－

0
・
富
山
県
の
風
土
に
適
し
、
県
富
山
市
新
総
的
輪
一
番
七
号

刷
－

4
一
氏
に
親
し
ま
れ
て
い
る
木
の
富
山
県
林
政
融
内
「
富
山
県
の
木
」
～

町
一
慎

一
中
か
ら
「
郷
土
の
木」
を

選

定

選

定

事

務

局

ト

一

l
J

し
て
、
広
く
育
成
し
、
さ
ら
五
、
発
表
九
月
十
日

一
・川比

に
、
持
来
そ
の
保

護

と

普

及

六

、

表

彰

叶

ご

l
一
を
図
る
。

入
賞
徹
三
名

－
一
喧
戸

二
、
募
集
方
法

富
山
県
知
事
賞

中
日「
l

F

的
官
製
ハ
ガ
キ
で
、

「
富

山

富

山

県

滋

会
綴
長
賞

M
I
ll

県
の
木
」
選
定
要
員
会
が

毎

日

新

聞

社

賞

（産
業
課
）

七
、
規
カ

線

眼

O
、
六
以
上

（矯
正
て

O
以
上
の
者
は
、
出
開
眼

O
、

－
以
上
）

八
、
学
カ

学
力
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

品
等
川
子
校
卒

業
程
度
の
学
力
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

九
、
試
験
円
、
試
験
湯

川
第
一

次
試
験

九

月

十
八
日

｛け）

県
立
富
山
中
部
高
校

山
第
二
次
試
験

十
月
上
旬

県
立
中
央
病
院
の
予
定

十
、
申
込
期
間

自
七
月
十
一

日

生
九
月
十
二
日

な
お
、

く
わ
し
い
こ
と
は
県
警
木
部
勢

務
課
ま
た
は
も
よ
り
の
瞥
察
署、

派
出
所

駐
在
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
入
善
警
察
署
〉

者
条
2
f向
山

で

一

延
滞
・
合
同
噌

S
…
ま

叫

一

す
す
￥
a
t一限
切

一

手
ち
る

8
3
…
期

間
「
…

dwR
な
ん

K
…納
釘

E

V
H？
乙

・前凶
m
bて

一

は

ゆ
吋
…

？

諺

ぺ

一

金

近
税
一

4
4
K
3r
fl
宅

一

足

お

納
一

盛田
R
4
4
、
巧
み
・3

・
g

ヲ

0
4
l
nヨ
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産
米
改
良
に
つ
い
て

本
年
の
稲
作
は
、
学
生
の
山
穂
が
一半
年
よ
り
凶

I

五
日
遅
れ
て
い
ま
す
。
ニ
れ
は
や
は
り
、
パ
候
に
ぶ

右
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

富
山
地
方
以
象
台
発
表
の
九
川
の
’A
象
概
況
は
次

の
と
お
り
で
す
b

－f
、
中
旬
は
山
明
書
砲
で
、

rA
川畑
も
．q叫
叶
て
す
が
、

ド
旬
か
p

句
、
前
線
の
膨
鴇
で、

．大
’A
は
く
す
れ
や
す

く
、
じ乱
開叩
ら
低

H
と
な
り
ま
し
ょ
，
フ
ν

下
旬
に
は
、
一
個
〈
ら
い
り
ぶ
に
緊
密
す
乙
台
風

か
あ
り
ま
し
よ
う
－u
u
r
叫
人
λ
mM
は
drか
TL
か
や
や
い
川

M
、
M

附
氷
触
は
千
年
ル
枚
、
川
附
…は
や
や
多
け
ら

以
上
の
凡
か
ら
巧
え
、
リ
ト
ル7
．舶
は
制
削
れ
米
が
ま

た
心
配
で
す
し
ψ
中米
の
ぷ
分
は
噌
引
！
な
ぷ
・
h
H

一
円、

五
%
た
守
り
ま
し
ょ
う
h

良
質
米
の
小
体
こ
そ
、
ム
わ
れ
邸
京
に卜
j

え
ら
れ

た
、
本
年
稲
作
所
得
増
加
の
チ
ギ
ン
メ
で
す
J

そ
の

た
め
に
は
、
次
め
山’に
印
刷
宣
し
て
く
た
さ
レ

1
．
水
の
か
け
引
き

九
Hnト
中
旬
は
川灯
火

νか
チ
相
さ
れ
る
の
て
、
ド
l

l

〈
水
会
切
り
ま
す
え
問
加
点
か
あ
る
よ
う
で
す
υ

州

制
れ
が
川
や
す
／
、冷
り
ま
す
し

結
山犬
に
は
成
分
ーか
火
切
で
す
む
広円叩
の
独
首
な
川

冷
涼
な
用
水
の
所
付
H
m川
h
H

ク
サ
を
つ
け
る
必
J

久々

も
あ
り
ま
す
u

2
適

期

刈

取

り

最
近
は
、
奥
村
の
労
働
力
が
不
足
し
が
ち
で
す
む

高
温
時
は
H
十
く
刈
取
り
で
・
き
る
i
l

ね
之
な
る
も
の
で

す
。
u
T
生
で
す
と
、
山
地
後
三
十

H
で
、
千
粒
市
一が

ホ
ウ
ネ
ン
ソ
七
で
は
九
七
、
五
%
と
レ
う
倣
山
γ
が
川

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

円十
日
に
刈
取
っ
て
レ
た
だ
い

て
よ
い
よ
う
で
す
U

刈
必
れ
は
um
慨
を
．怠
く
す
る
の

ひさあ（震？益事品易会員）第132¥J

で
．
労
力
を
考
え
て
く
た
さ
し
レ

刈
取
り
の
適
期
は

ィ
、
完
全
米
粒
割
合
が
全
魁
数
の
八
ο
%
以
上
に
述

ナ
る
時
期

口
、
玄
米
の
千
粒
重
が
最
高
と
な
る
時
期

山
、
所
米
の
減
少
が
仲
滞
傾
向
と
な
る
時

以
上
三
点
を
自
標
に
適
期
が
決
定
し
て

く

た

さ

．
。
3
水
分
の
倹
定
は
必
ず
行
な
い
ま
し
ょ
う

過
↓
山
富
山
県
は
、
軟
質
米
の
た
め
悪
か
っ
た
の
で

す
か
、

昨
年
あ
た

η
か
ら
、

次
分
十
三
%
く
ら
い
の

も
の
ま
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

品
乾
の
た
め
胴
割
れ

と
な
る
の
で
す
。
水
分
が

一
問
、
五
%
で
よ
い
の
で

す
。
さ
し
米
四

0
09
で
さ
え
問
題
が
新
聞
に
制
報
道

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
水
分
一

%
で
は
六

n
x
ug
で

す
よ
む
米
一
一
債
で
一
%
多
い
と
、
本
年
七
十
二
同
も

所
得
が
誠
る
う
え
、
胴
割
れ
で
ヰ
扱
が
下
る
の
で
す

か
ら
必
す
水
分
検
定
の
う
え
翻
す
り
し
ま
し
ょ
う
心

秋
説
菜
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

料
防
州
内
支
は
口問
舗
は
六
十
日
4U
Z
か
良
い

“
Mm机

． 

る

りよ？こ光観

則
は
八
月
七
日
1
十
五
日
が
過
則
で
す
h

的
伏
期
間

は
十
五
日
．
か
円
園切
で
す

U
M
，L
地
、
h
H

ン
レ
イ

シ
ヤ
一か

被
ふ
く
レ
た
．た
〈
と
、
前
か
ト
八
変
作
り
や
す
ノ・
は
り

ま
し
た
。

定
舶
は
・
本
訴
五

t
六
枚

舛
引
J

り
十
株
位
で
良
し
r

で
し
ょ
う
υ
定
値
す
る
と
こ
ろ
は
わ
伏
分
を
多
ノ
、ぬ

し
て
く
ど
さ

し
・4

石
．K
の
な
ト
ト
人
は
収
で
も
結
構
で

す
み
定
植
は
天
候
の
良
か
れ
に
し
て
く
た
さ
iv
u

｛人
止
判
長
第
改
良
普
及
所
側
U
支
所
）

健

業

イ呆

事

月

生衛

8 

れ
M
K
・hmb

nu
’t

n
v
・
品川

、f
P
0
・nり

1
1

l

J

－
｜

］
 

・川
公
民
肘

( ！！（：れ刈J

，O
の
4
n
U

戸
小
町
、
本
町
、

上
町、

挙
町、
L

人
屋
）

H
H

N
・
ω

1
陥
・
∞

泊
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